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大社砂丘は島根県の代表的な砂丘である．この砂丘の北部付近には，神戸川の河口があり，小規模なが

ら砂嘴や砂州が形成されている．砂丘上にはハマゴウに代表される海浜性植物群落が形成し，その後背地

にはクロマツを主体とした防風林がある．大社砂丘の有剣類については，前田ほか（２００４）などの報告が

ある．ここでは，神戸川河口でみられる甲虫類や直翅類について紹介する．
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写真１ 神戸川河口（２００５年９月２９日）
砂丘の陸側に形成した砂州．打ちあげられた流木や海
草の下にハネカクシやエンマムシなどの海浜性昆虫が
潜んでいる．

ハマスズ♀（２００５年９月２９日）
砂質海岸に生息する代表的な海浜性のコオロギ．成虫
は７月～１１月に出現し，ハマゴウやコウボウムギの群
落に生息している．「改訂しまねレッドデータブック」
で情報不足 DDとされている．

ヤマトマダラバッタ（２００５年１１月１２日）
砂質海岸に生息する代表的な海浜性のバッタ．生息環
境はハマスズに似ているが，体が大きくよく飛翔する
ので，本種の方が目立ちやすい．

写真４ オサムシモドキ（２００５年１１月１２日）
海浜だけでなく，河川敷など内陸にも生息しているゴ
ミムシ．個体数が多く，大社砂丘周辺でもよくみられる．
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